
 

 

 

２０２３年１２月３１日 降誕節第一主日礼拝説教 

「救い主を見るために」（ルカ２章２２～４０節） 

 

 
〇信仰の人シメオンと女預言者アンナ 
 

「エルサレムに シメオンという人がいた。この人は 正しい人で信仰が あつく、」（２５節） 
 
「（アンナは）神殿を離れず、断食したり祈ったりして、夜も昼も 神に仕えていた」（３７節） 
 
ヨセフとマリアは、みことばの定めに従い、神殿で生け贄を献げ、嬰児イエスを 

神のものとするためエルサレムへ向かった。そして幼子イエスが、神殿に入ると 

シメオンとアンナが来て、救い主の〈お生まれ〉を共に喜び、神を褒め称えた。 
 
☞幼きイエスは、神の救い、慰めを待ち望むシメオンとアンナに現れ、ご自身の

いのちによって〈救い主の訪れ〉を告げ、〈みことば〉の確かさを示された。 

 

今日の みことば：ルカ２章３０節 

「わたしは この目
め

で あなたの救
すく

いを 見
み

たからです。」 
 

小さき救い主を抱えたシメオンは、腕の中にいる嬰児のうちに、〈神の救い〉を 

見て取った後、この子の行く末、これから待ち受ける苦しみをマリアに知らせた。 
 

☆シメオンが幼子のうちに見た救いは、やがて十字架につけられるイエスにより 

成し遂げられ、イスラエルだけでなく〈わたしたち〉のためにも整えられる。 
 
「キリストが 現れたなら…私たちは キリストの ありのままの姿を見る」（Ⅰヨハネ３章２節 新改訳） 
 

※あなたの受けた救いは、再び天より来たるキリストを、シメオンやアンナの 

 ように待ち望み、あなたの目で〈救い主の御姿〉を見るためのものでもある。 

 

 
＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 

 


